平成21年度
「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」プログラム
インターンシップ実施要項

１．授業科目

　前期課程：「インターンシップ（大学院）」（１単位）　

　後期課程：「プロフェッショナルインターンシップ」（１単位）

（単位取得はなくても可。その場合でも，事前／事後指導，報告書の提出は義務づける。）

　

２．申請資格

　　「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」プログラム全課程の受講生    
３．研修機関，実施期間，および募集人員

· 国立遺伝学研究所　生命情報・DDBJ研究センター

　　担当：五條堀孝　先生

　　場所：三島市谷田1,111（三島駅下車，バス）
　　　　　期間：２週間

　　　　　人数：５名まで　　　

· タカラバイオ株式会社　ドラゴンジェノミクスセンター

　　担当：（未定）

　　　　　場所：四日市市桜町鈴鹿山麓リサーチパーク内（近鉄菰野駅下車，車*）

　　　　　期間：７〜８月の２週間程度

　　　　　人数：２名まで

　　　　　（ドラゴンジェノミクスセンター（四日市市）敷地内の宿泊施設利用可。平日の昼食（お弁当）は支給あり。受け入れ予定の事業場は山間部のため，生活していくには車が必要。自家用車か，現地でレンタカー利用（自己負担）。）

· 日本原子力研究開発機構　生体分子シミュレーション研究グループ

　　担当：河野秀俊　先生

　　場所：木津川市梅美台８-１（近鉄奈良駅下車，バス）

　　期間：（未定）
　　人数：（未定）

· 日本原子力研究開発機構　量子ビーム遺伝子資源研究グループ

　　　　　担当：鳴海一成　先生

　　場所：高崎市綿貫町1233（JR高崎駅下車，タクシー）

　　期間：（未定）
　　人数：（未定）
· 日本原子力研究開発機構　生体分子構造機能研究グループ

　　担当：黒木良太　先生

　　場所：茨城県那珂郡東海村白方白根2番地4（JR東海駅下車，バスかタクシー）

　　期間：（未定）

　　人数：（未定）
　　　＊その他に希望する研修先があれば，早めに相談して下さい。

４．支援の内容と条件

· 費用の支援
　　　　　支援は１回限りとし，往復の交通費および宿泊費（実費，上限あり）を支援する。
　　　　　保険（以下を参照），食事代などの雑費については，自己負担とする。

· 災害補償のための保険の加入

研修中の自らの事故に対する災害補償のため「学生教育研究災害傷害保険」に，および研修中の他への害又は傷害に伴う損害賠償を補償するために，「インターンシップ・介護等体験活動賠償責任保険」に，それぞれ自費で加入すること。

· 事務（学生支援チーム）で手続きを行える。「学生教育研究災害傷害保険」は専攻によって額が異なるので，確認のこと。「インターンシップ・介護等体験活動賠償責任保険」は一律。

５．申請方法

　　「インターンシップ申込書」（プログラムHP「各種申込書」よりダウンロード）に記入し，指定日までに生命情報学プログラム事務局に提出すること。

６．支援の決定および通知　

　支援の可否については，申請者にメールで通知する。「可」の場合には，必要書類を生　命情報学プログラム事務局から受け取り，「研修生カード」を同事務局に提出すること。

 同時に，授業科目の履修登録を行うこと。

７．その他

· 問い合わせは，生命情報学プログラム事務局へ。
· 事前研修・事後研修

　　　　　事前指導：プログラム担当教員及び事務部職員による事前研修を行う。
事後指導：プログラム担当教員等を交え，研修の成果，反省点・改善すべき事項等に関わる事後研修を行う。この一環として，研修成果についての報告会を行う（下記参照）。

· 研修報告書の提出

　　　　　研修生は「研修報告書」およびレポートを指導担当者に提出し，その講評を受けること。研修報告書は，研修終了後２週間以内に生命情報学プログラム事務局に提出すること。

· 研修内容の公開
研修成果については，学内に公開の「インターンシップ成果報告会」にて発表を行う。また，本プログラムの活動報告書などにおいて研修報告書が外部に公開されることを，あらかじめご了承ください。
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